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平成18年度

予算
のまちづくり

一般会計予算額
51億2,583万円

住民１人当たり
607,327円

〈17年度 569,712円〉

歳
出
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
て

商
工
費
が
二
億
四
千
九
百
万
円
と

大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

守
山
乳
業(

株)

鐚
巻
工
場
の
拡
張
工
事

に
伴
う
資
金
貸
し
付
け
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

ま
た
、
町
道
や
畜
産
施
設
な
ど
の
基
盤

整
備
の
充
実
や
高
規
格
救
急
自
動
車
を
導

入
し
、
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
要
因
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
土
木
費
が
一
九
％
、
農
林

水
産
業
費
が
一
四
％
、
消
防
費
が
一
一
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
科
目
に
つ
い
て
は
、
職
員
給

与
費
や
職
員
数
の
抑
制
、
事
務
経
費
の
節

減
、各
種
助
成
金
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

総
じ
て
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
五
割
を
超
え
る
地
方
交

付
税
額
は
、
二
十
七
億
四
千
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
一
億
二
千
四

百
万
円
、
四
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
や
県
の
補
助
金
な
ど
を

合
わ
せ
て
三
八
％
、
町
債
（
町
の
借
入
金
）

を
二
一
％
増
と
し
て
い
ま
す
。
町
債
に
つ

い
て
は
、
後
年
度
の
負
担
を
抑
え
る
た
め

に
、
起
債
額
の
七
割
か
ら
全
額
が
地
方
交

付
税
な
ど
で
還
元
さ
れ
る
有
利
な
起
債
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
金
の
取
り
崩
し
を
六
千
七
百

万
円
増
額
し
て
い
る
ほ
か
、
新
た
な
財
源

対
策
と
し
て
町
有
地
な
ど
の
財
産
売
払
収

入
を
一
千
五
百
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
が
見

込
ま
れ
、厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
ま
す
。

平成18年度の一般会計、特別会計予算の総額は、

86億3,387万円。自立可能なまちづくりのため、

徹底した行財政改革、住民との協働による創意と

工夫を凝らしたまちづくりが求められています。

ここでは、最も身近な一般会計を中心にあらまし

を紹介します。
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商 工 費�
2億6,601万円�
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消 防 費�
2億8,236万円�

土 木 費�
3億1,134万円�

教 育 費�
3億8,738万円�

総 務 費�
5億5,743万円�

農林水産業費�
6億6,801万円�

衛 生 費�
5億4,141万円�

民 生 費 �
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公 債 費�
11億2,028万円�

その他の経費�
1.5％�

8,070万円（1.5％）
議会費　　　7,433万円（1.4％）
労働費・災害復旧費・諸支出金・　
予備費　　　 637万円（0.1％）

依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
や
事
業
を
行
う
た
め
の
借
金
な
ど
）

自
主
財
源
（
町
が
独

自
に
集
め
て
い
る
お
金
）

歳入

歳出

工夫でよりよい町に工夫でよりよい町に


